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地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
分
室
で
新
宿
高
島

屋
の
担
当
者
と
お
会
い
し
ま
し
た
。
大
学

の
研
究
や
地
域
と
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
た

食
品
を
一
堂
に
集
め
た「
大
学
は
美
味
し

い
」フ
ェ
ア
が
今
年
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
急
き
ょ
秋
田
の
四

季
菜
さ
ん
と
石
巻
の
橋
本
蒲
鉾
店
に
お
声

掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
１
）み
た
ら
し
プ
リ
ン
：「
醤
油
」と「
み

そ
だ
ま
り
」を
活
か
し
た
和
風
味
の
プ
リ
ン

は
、
秋
田
の（
株
）四
季
菜
と
小
職
が
共
同

開
発
し
た
も
の
で
す
。
プ
リ
ン
に
醤
油
を

掛
け
る
と
ウ
ニ
の
よ
う
な
濃
厚
な
味
に
な

る
と
い
う
原
理
を
応
用
し
ま
し
た
。

　
（
２
）「
黄
ニ
ラ
揚
げ
か
ま
」：
黄
ニ
ラ
と

高
級
す
り
身
を
組
合
せ
た
も
の
で
す
。
仙

台
黄
ニ
ラ
研
究
会
か
ら
黄
ニ
ラ
を
調
達
し

橋
本
蒲
鉾
店（
石
巻
か
ら
塩
釜
に
移
転
）が

製
造
販
売
し
ま
し
た
。
黄
ニ
ラ
が
光
に
あ

た
る
と
普
通
の
緑
の
ニ
ラ
に
変
化
し
ま

す
。
ニ
ラ
の
緑
化
を
防
止
す
る
開
発
技
術

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
ア
イ
テ
ム
を
中
心
に
10
時
か
ら

20
時
ま
で
足
が
棒
に
な
る
ま
で
販
売
し
続

け
ま
し
た
。
参
加
34
校
の
中
で
宮
城
大
学

に
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
見
て
食
べ
て
購

入
す
る
ま
で
の
時
間
が
と
て
も
短
か
っ
た

こ
と
で
す
。
来
場
者
は
会
場
を
一
巡
し
最

後
に
宮
城
大
の
ア
イ
テ
ム
を
ご
購
入
さ
れ

る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
購
買
層
は
、
一
般
来
場
者
か
ら
催

事
担
当
者
や
高
島
屋
の
店
員
さ
ん
ま
で
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

黄
ニ
ラ
蒲
鉾
は
大
学
フ
ェ
ア
の
為
に
開

発
し
た
も
の
で
す
。
フ
ェ
ア
を
契
機
に
、

仙
台
空
港
や
宮
城
大
学
生
協
で
も
お
取
引

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

黄
ニ
ラ
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
と
も
か
く

「
細
い
道
」が
で
き
ま
し
た
。こ
の「
細
い
道
」

を
太
く
確
か
な
も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。

「
大
学
は
美
味
し
い
」フ
ェ
ア
に
食
産
初
出
店

食
産
業
学
部
教
授
　
大
久
長
範

宮
城
大
国
際
交
流
の
取
り
組
み

米
国
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
と
協
定
締
結

教
員
、学
生
ら
の
交
流
図
る

宮
城
大
食
産
業
学
部
は
、今
年
5
月
30
日
か
ら
7
日
間
、新
宿
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
「
大

学
は
美
味
し
い
」
フ
ェ
ア
に
初
出
店
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
全
国
で
食
に
取
り
組
む
大

学
が
集
い
、
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
食
品
な
ど
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
5
回
目
と
な
る

今
回
は
34
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
食
産
業
学
部
大
久
長
範
教
授
が
監
修
し
た

「
み
た
ら
し
プ
リ
ン
」
と
「
黄
ニ
ラ
揚
げ
か
ま
」
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

調印式でのポール・B・ベラン学長（左）と
西垣克学長

　

宮
城
大
学
は
平
成
24
年
5
月
14
日
に
米

国
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
学
フ
ォ
ー
ト
ス
ミ
ス

校（
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）と
学
術
交
流
及
び
教
育
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
ポ
ー
ル
・
B
・
ベ
ラ
ン
学

長
夫
妻
な
ど
が
来
学
さ
れ
、
本
学
と
の
教

員
・
学
生
交
流
を
始
め
、
両
校
の
強
み
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
西
垣
克
学
長
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

交
流
の
き
っ
か
け
は
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
平
成
23
年
3
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、フ
ォ
ー
ト
ス
ミ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
も
協
力
を
得
て「
被

災
地
の
学
生
に
留
学
の
機
会
を
」と
フ
ル
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

け
、
そ
れ
に
本
学
学
生
が
応
募
し
、
選
ば
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

東
日
本
各
地
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
中
選
抜
さ
れ
た
の
は
、
阿
部
美
沙
都
さ

ん（
当
時
事
業
構
想
学
部
事
業
計
画
学
科
3
年
）と
三
浦
愛
菜
さ
ん（
同
）で

す
。
2
人
は
約
1
年
間
の
留
学
中
、
素
晴
ら
し
い
学
業
成
績
を
修
め
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
復
興
に
関
し
て
現
地
の
方
の
理
解
を
深
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
日
米
交
流
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

れ
が
評
価
さ
れ
、
両
校
の
交
流
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
毎
年
1
～
2
人
が
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
学
部
に
派
遣
さ
れ
る

U
A

FS Bridge Scholar Program

が
新
設
さ
れ
、
内
ヶ
﨑
ゆ
う
さ
ん（
事

業
構
想
学
部
事
業
計
画
学
科
4
年
）と
木
皿
菜
々
さ
ん（
同
デ
ザ
イ
ン
情
報
学

科
3
年
）が
8
月
に
出
発
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
5
月
に
は
本
学
も
春
学
期
と
夏
学
期
の
間
にM

aym
ester

と

呼
ば
れ
る
2
週
間
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
学
生
８
～
10
人

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
平
成
25
年
5
月
に
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
教
員
に
よ
る
特
別
講
義
、
同
年
秋
に

本
学
教
員
が
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
て
2
週
間
の
特
別
講
義
を
担
当
し
な
が
ら
研
究
活

動
に
従
事
す
る
教
員
交
流
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
作
品
交
流
展

な
ど
新
し
い
試
み
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

（
国
際
交
流
・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長 

教
授 

テ
ィ
モ
シ
ー
・
Ｊ
・
フ
ェ
ラ
ン
）

本
学
の
食
品 

売
上
ベ
ス
ト
３
に

宮城大は屈指の人気店＝新宿高島屋催会場



　会員の皆さまにおかれましては、平素より宮
城大学後援会にご支援、ご理解を賜り心より
御礼申し上げます。昨年は東日本大震災で本学学生1人が尊い命
を失い、多くの学生が被災しました。また本会活動も1ヵ月遅れ
となり、その建て直しに役員一同が結束し、活動して参りました。
　特筆すべきは、被災した学生230人に見舞金を支給し、また
大学が主催した震災復興支援コンサート開催費用の一部を助
成できた事です。また乙武洋匡氏を迎えた主催事業では、過
去最高の来場者となり、会員の皆さま並びに近隣住民の皆さ
まに好評を博しました。
　就職対策支援では、首都圏で開催される企業説明会へ昨年
度は食産業学部、事業構想学部の2学部が参加し、貸切バス費
用を助成致しました。
　平成24年度は後援会設立15周年の節目を迎えます。その記
念誌発行のため専門委員会を立ち上げました。先達のご苦労、
偉業を称え、後世に残すべく活動して参ります。また主催事
業として「宮城大学と保護者の集い」や10月開催予定の「講演
会」を更に進化させ開催致します。
　さらに、学生との対話の機会を設け、可能な限り要望に応え、
学生の支援を充実させて参りたいと考えております。そして
日本でも有数の就職率を誇る本学の就職支援活動を継続する
ことをお約束致します。
　復興道半ばの宮城大と宮城県ですが、後援会としてもその
一助となるべく尽力して参ります。会員の皆さまには更なる
ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

　平成24年度の最初の会報が刊行されることになり、学長とし
て一言ご挨拶申し上げます。本年無事にご子女が本学へ入学
され、将来を大いに期待されておられることと推察しておりま
す。宮城大学も日夜教職員一丸となり、この皆さまの想いに添
うよう努力を続けております。
　文部科学省が6月初旬に公表しました大学改革実行プランは、
その後大きな社会的な反響を呼び、今日の大学のあり様に様々
な議論がなされています。我が国の高校生の学力低下は目を覆
うばかりで、さらに大学においてもまともな勉学がなされてい
ないと、おおかたの批判は大学に対して極めて分の悪いものと
言える状況です。特に指摘されていることは、自立心の欠如と
思考力のなさと言われています。

人生の先輩として
成長を見守る支援者に

　　  西垣 克
　このような課題は、高校教育や大学教育を超えて生まれてか
らの家庭教育も含めた所にその原因があるように思われます。
人間が成長していく過程を、全体的に再点検する必要が今日
的かつ将来に亘っての深刻な社会問題と考えられます。以前に
も「親の子離れ、子の親離れ」が話題になり、大学が幼稚園化し
送り迎えに親が顔を出すと報道されたことも記憶に残っていま
す。
　人間は二度の乳離れが必要です。生理的な赤ちゃんの時の乳
離れと、青春の時の精神的な乳離れが考えられます。就職の時
には一人の人間としての人間力が求められております。保護者
という目線ではなく、一人の人生の先輩として成長を見守る支
援者になっていただきたいと考えています。

学長

役職名 氏名（敬称略）
会　長 沖　野　佳　秀
副会長 菊　地　　　正
〃 中　村　美　奈
〃 和　田　達　雄
理　事 今　井　美紀子
〃 大　栁　佳　子
〃 加　藤　幹　夫
〃 熊　澤　孝　雄
〃 後　藤　栄　志
〃 古　山　由美子
〃 笹　川　桃　子
〃 佐　藤　和　利
〃 下　山　晴　朗
〃 髙　野　　　匡
〃 千　葉　清　純
〃 永　山　順　姫
〃 松　澤　晶　子
〃 渡　辺　久　徳
監　事 阿　部　孝　一
〃 鈴　木　千恵子
〃 中　野　三　郎

平成24年度
後援会役員

1年間どうぞよろしく
お願いします。

24年度事業計画
内　容

総会 4月4日
理事会 年6回

各種助成
学生会（執行部、新入生歓迎会、
出版、サークル（４６団体）、大学祭、
ガーデンキャンパス）

支援事業

資格取得奨励金支給
体育・文化活動に対する奨励金支給
進路対策事業支援
留学生住宅総合補償金一部助成

入学記念事業 新入生へ記念品（校章バッジ）配布

卒業記念事業
卒業生（学部生）への記念品
大学への記念品
卒業記念パーティ助成

主催事業
講演会
保護者の集い
合同企業研究会

会報発行 第38・39・40号

23年度事業報告
内　　　容

総会 5月2日
理事会 年6回

特別員会 会長副会長会議 2回
学生代表との意見交換会2回(キャンパス毎）

各種助成
学生会（執行部、新入生歓迎会、出版、サー
クル（４６団体）、大学祭）
ガーデンキャンパス、

支援事業

資格取得奨励金支給
合同企業説明会東京開催参加費用助成
看護国家試験対策費助成
留学生住宅総合補償金一部助成
震災見舞金支給
震災復興支援事業「第九」コンサート助成

入学記念事業 新入生へ記念品（校章バッジ）配布

卒業記念事業

卒業生（学部生）への記念品（パーカー万年筆）
大学への記念品（大和：池清掃用ボート他、
太白：校章入りテント）
一年遅れ（H22年度）の卒業記念パーティー助成

主催事業
乙武洋匡氏講演会
「宮城大学と保護者の集い」
合同企業研究会開催

会報発行 第35・36・３７号

24年度一般会計予算
項　目 予算額 備　　　　考

収
　
入

会費 17,640,000 新入生・編入生・終身会員
雑収入 0
寄付金 0
繰越金 2,676,946

他会計繰入金 0 特別会計卒業記念事業積立金より
　　　　計 20,316,946

支
　
出

事務費 2,250,000
会議費 400,000 理事会・特別委員会経費
事業費 14,965,000 サークル助成等
入学記念事業費 396,000 入学記念品（校章バッジ）
卒業記念積立金 2,200,000 卒業生記念品
記念事業等積立金 0

震災対策費 0 東日本大震災被災学生支援費
予備費 105,946
　　　　計 20,316,946

24年度特別会計予算
（卒業記念事業積立金）

項　目 予算額 備　　　　考
収
　
入

積立金 2,200,000 入学生440人×5,000円
繰越金 7,577,644
　　　計 9,777,644

支
　
出

事業費 2,352,960 大学、学生への記念品
卒業記念事業積立金 7,424,684
一般会計繰出金 0
予備費 0
　　　計 9,777,644

（記念事業等積立金）
項　目 予算額 備　　　　考

収
　
入

積立金 0
繰越金 6,871,861
　　　計 6,871,861

支
　
出

事業費 3,000,000 15周年記念誌「息吹」Ⅱ発行
記念事業等積立金 3,871,861
予備費 0
　　　計 6,871,861

平成23年度一般会計決算
項　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

会費 17,660,000 新入生・編入生・終身会員
大学保護者懇談会 0 参加費無し
雑収入 0
寄付金 0
大学諸経費 0 H23より法人で支出
繰越金 4,479,277

他会計繰入金 1,000,000 特別会計 卒業記念事業積立金より
　　　　計 23,139,277

支
　
出

事務費 2,237,137 人件費、通信費等
会議費 432,797 理事会費用弁償費等
事業費 13,474,227 大学祭、サークル助成等
大学保護者懇談会 0
入学記念事業費 371,700 入学記念品
卒業記念積立金 2,210,000 卒業生記念品　

大学諸経費 0 保健、予防接種、オリエンテーション 他
記念事業等積立金 200,000
震災対策費 1,536,470 見舞金　他
予備費 0
　　　　計 20,462,331

23度特別会計決算
（卒業記念事業積立金）

項　　　目 決　算　額 備　　　　考
収
　
入

積立金 2,210,000 入学生442人×5,000円
繰越金 8,601,924
　　計 10,811,924

支
　
出

事業費 2,234,280 大学への記念品、学生への記念品
卒業記念事業積立金 7,577,644
一般会計繰出し金 1,000,000
　　計 10,811,924

（記念事業等積立金）
項　　　目 決　算　額 備　　　　考

収
　
入

積立金 200,000 一般会計より積み立て
雑収入 0
繰越金 6,871,861
　　計 7,071,861

支
　
出

事業費 200,000
震災復興支援事業
「第9」コンサート開
催費用助成

記念事業等積立金 6,871,861
　　計 7,071,861

総会を経て平成24年度スタート
会長に沖野氏再選

後援会設立15周年を迎えて
後援会長　沖野佳秀



今
年
も
、
大
学
と
の
共
催
事
業「
宮

城
大
学
と
保
護
者
の
集
い
」が
両
キ
ャ

ン
パ
ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
会
員
に
御
子
女

が
通
う
大
学
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
後
援
会
や
大
学
に
ご
意
見
を
い

た
だ
く
場
と
し
て
、
ま
た
、
教
員
と

親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機

会
と
し
て
、
一
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

6
月
9
日（
土
）に
太
白
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
食
産
業
学
部
の
集
い

で
は
、
学
部
の
教
育
内
容
や
学
生
生

活
、
進
路
状
況
等
の
説
明
の
ほ
か
、

木
村
教
授
に
よ
る
模
擬
講
義「
放
射
能

に
関
す
る
こ
と
」や
、
教
員
の
案
内
で

主
要
施
設
の「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
で
の
交
流
会
で
は
、
毎
年
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
が
開

発
し
た
加
工
食
品
の
試
食
を
し
な
が

ら
、
教
員
と
保
護
者
が
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

6
月
16
日（
土
）に
大
和
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
看
護
学
部
及
び
事
業

構
想
学
部
の
集
い
で
は
、
学
部
ご
と

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

学
部
と
も
、
学
部
の
教
育
方
法
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
就
職
・
国
家
試
験
対

策
等
の
説
明
が
な
さ
れ
、
看
護
学
部

で
は
、
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
な
ど
の

意
見
交
換
が
、
事
業
構
想
学
部
で
は
、

平
岡
教
授
に
よ
る
公
開
講
義「
南
三
陸

町
に
お
け
る
震
災
復
興
支
援
活
動
に

つ
い
て
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
強
い
要
望
に

よ
り
、
今
年
は
両
学
部
と
も
キ
ャ
ン

パ
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー（
学
生
団
体
）の
学

生
に
よ
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」を

実
施
し
ま
し
た
。
最
後
に
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
で
行
わ
れ
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
両
学
部
の
教
員
と
保
護
者
が

一
緒
に
な
っ
て
歓
談
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
3
学
部
合
わ
せ

て
、
2
1
1
人
の
保
護
者
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
も
よ
り
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ま
が
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
後
援
会
会
計
書
記　

鈴
木
大
輔
）

平成 24年度　宮城大学入学者選抜試験実施状況

学部・学科・（種別）
募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細
性  別 出身地
男 女 県内 県外

看護 看護学科 100 2.6 101 2 99 64 37

事業
事業計画学科 100 2.3 107 39 68 87 20
デザイン情報学科 100 2.3 107 41 66 71 36

食産
ファームビジネス 44 2.4 46 22 24 23 23
フードビジネス 54 3.2 59 15 44 29 30
環境システム 32 3.9 37 20 17 24 13
合　　　計 430 2.6 457 139 318 298 159

※出身地は、卒業高校等所在地で分類（大検は県外に分類）

平成 24年度　宮城大学大学院入学者選抜試験実施状況

学  部  ・  学  科
募集
人員

実質競
争倍率

入学
者数

入学者詳細
性  別 出身地

男性 女性 県内 県外

看護学研究科博士前期 10 1.2 10（ 3） 1 9 7 3

看護学研究科博士後期 3 1.0 5（ 4） 0 5 3 2

事業構想学研究科博士前期 20 1.0 20（13） 13 7 17 3

事業構想学研究科博士後期 3 1.2 5（ 2） 5 0 2 3

食産業学研究科修士 13 1.0 14（10） 8 6 12 2

合　　　　計 49 1.1 54（32） 27 27 41 13

※（　）内の数字は宮城大学からの進学者

「
宮
城
大
学
と
保
護
者
の
集
い
」

　
　
大
学
へ
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た

食産業学部＝6月9日、太白キャンパス多目的ホール

黄ニラ揚げかま㊧と豚シャブ、みたらしプリン㊨の試食、食産ならではの懇談会＝太白カフェテリア

事業構想学部＝6月16日、大和キャンパス４階講義室

看護、事業構想学部合同の懇親会＝大和カフェテリア

看護学部＝6月16日、大和キャンパス３階講義室



　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
前
年
に

も
増
し
て
厳
し
い
就
職
環
境
と
な
り
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
9
月
ま
で
は
過
去
5
年

間
の
推
移
で
最
も
遅
い
進
捗
状
況
で
し

た
が
、
学
生
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
10
月
以
降
に
大
き

く
盛
り
返
し
、
最
終
的
に
は
、
大
卒
の
全

国
平
均
就
職
率
93
・
6
％
を
大
幅
に
上

回
る
、99
・
2
％
の
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
数
値
を
け
ん
引
し
た
の
が
看
護

学
部
、
食
産
業
学
部
で
あ
り
、
就
職
率

1
0
0
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
特
に
、

看
護
学
部
の
就
職
率
1
0
0
％
は
平
成

20
年
度
か
ら
4
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
構
想
学
部
も
僅
か
の
と

こ
ろ
で
1
0
0
％
に
は
達
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
県
内
か
ら
の
求
人
数
が
震
災

の
影
響
で
減
少
す
る
中
、
県
内
へ
の
就

職
が
約
半
数
を
占
め
る
な
ど
、
地
元
で

就
職
し
、
震
災
復
興
に
尽
力
し
た
い
と

考
え
る
学
生
の
動
き
も
顕
著
で
あ
り
ま

し
た
。

　

本
学
で
は
、
全
学
を
挙
げ
て
教
育
改

革
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
基
礎

学
力
等
の
向
上
、
社
会
に
通
用
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
企
業
か
ら
宮

城
大
学
の
学
生
が
欲
し
い
と
声
が
か
か

る
よ
う「
就
活
ゼ
ロ
、
就
職
1
0
0
％
」

を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
学
務
課　

佐
藤
憲
治
）

求
人
数
減
少
の
中

全
国
平
均
を
大
幅
に
上
回
る
就
職
率

平成 23年度卒業者の進路状況

学部 学科 コース 就職 大学院等進学 そ   の   他 平成 23年度 
卒業者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
看護学部 看護学科 4 88 92 0 3 0 0 1 1 4 92 96

事業構想
学部

事業計画学科 32 54 86 4 4 8 6 4 10 42 62 104

デザイン
情報学科

情報システム 11 4 15 3 0 3 1 0 1 15 4 19
空間デザイン 14 20 34 5 4 9 1 1 2 20 25 45
デザイン情報 9 23 32 0 0 0 0 1 1 9 24 33
学科小計 34 47 81 8 4 12 2 2 4 44 53 97
学部小計 66 101 167 12 8 20 8 6 14 86 115 201

食産業
学部

ファームビジネス 15 20 35 0 4 4 6 1 7 21 25 46
フードビジネス 15 36 51 4 4 8 0 2 2 19 42 61
環境システム 11 15 26 1 3 4 0 1 1 12 19 31
学部小計 41 71 112 5 11 16 6 4 10 52 86 138
全　体　 計 111 260 371 17 22 36 14 11 25 142 293 435

※食産業学部 23年 9月卒 2名含む

平成
23年度
卒業生

看護学科
〇主な就職先
東北大学病院　東北厚生年金病院　坂総合病院　NTT東日本東北病院
東北公済病院　昭和大学病院　横須賀共済病院　虎の門病院　宮城県立病院機構
宮城県立こども病院　公立黒川病院　仙台赤十字病院　東北会病院
国立病院機構災害医療センター　山形大学医学部附属病院　湘南鎌倉総合病院
東京医科歯科大学医学部附属病院　みやぎ県南中核病院　仙台オープン病院
仙台社会保険病院　大崎市民病院　埼玉協同病院　国立成育医療研究センター

新潟市民病院　神奈川県立こども医療センター　聖隷浜松病院
東京都立広尾病院　東邦大学医療センター大橋病院
（財）仙台市健康福祉事業団【保健師】　塩釜市【保健師】
医療法人仁泉会（みやぎ健診プラザ）【保健師】　東松島市【保健師】
美里町【保健師】　聖ウルスラ学院英智高等学校【養護教諭】

〇主な進学先
仙台医療センター附属仙台看護助産学校　首都大学東京助産学専攻科　

事業計画学科
○主な就職先
㈱七十七銀行　野村證券㈱
宮城県商工会連合会
㈱ゆうちょ銀行
仙台市　大東建託㈱
東日本旅客鉄道㈱
㈱東京三菱ＵＦＪ銀行
㈱仙台放送　㈱三井住友銀行
三井住友海上火災保険㈱
丸紅㈱　SMBC日興証券㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
㈱ユアテック　大和証券㈱　宮城県
東北労働金庫　㈱ローソン
㈱セブンイレブン・ジャパン

○主な進学先
宮城大学大学院　慶應義塾大学大学院　

○主な進学先
宮城大学大学院　神奈川大学大学院
千葉大学大学院　大阪市立大学大学院
東北大学大学院　法政大学大学院

デザイン情報学科
○主な就職先
◆情報システムコース
　日本電気㈱
　東北インフォメーション・システムズ㈱
　伊藤忠テクノソリューションズ㈱
　㈱日立東日本ソリューションズ
　東京システムリサーチ㈱
　テクノ・マインド㈱

◆デザイン情報コース
　東日本旅客鉄道㈱
　トヨタ自動車東北㈱
　㈱みちのく銀行
　㈱東京インテリア家具
　ホシザキ東北㈱　ヤマハ㈱

◆空間デザインコース
　積水ハウス㈱　㈱一条工務店宮城
　㈱仙台銀行　東北ミサワホーム㈱
　東日本ハウス㈱　　㈱ナムコ

ファームビジネス学科
○主な就職先
㈱サカタのタネ　ホクト㈱　ノバルティスファーマ㈱
㈱宮田　㈱仙台銀行　みやぎ仙南農業協同組合
農事組合法人水鳥　大和証券㈱　森永乳業㈱　大館市
㈱渡辺採種場　㈱ハミングバード・インターナショナル
あさひな農業協同組合　みやぎ登米農業協同組合
㈱林牧場

○主な進学先
東北大学大学院　宮城大学大学院　

フードビジネス学科
○主な就職先
㈱日本アクセス　明治ケンコーハム㈱　㈱久世
赤城乳業㈱　ミニストップ㈱　㈱極洋　
㈱セゾンファクトリー　㈱福島銀行
㈱プロントコーポレーション　㈱藤崎　㈱シベール
全日本食品㈱　味の素ベーカリー㈱　カメイ㈱
加藤産業㈱

○主な進学先
進学先一覧　宮城大学大学院　東北大学大学院
北海道大学大学院

環境システム学科
○主な就職先
㈱ジェイアール東日本都市開発　東日本旅客鉄道㈱　森永乳業㈱福島工場
ショーボンド建設㈱　ネクセリア東日本㈱　㈱小田急ランドフローラ
東北農政局　海上保安庁　あさひな農業協同組合　福島市　埼玉県
日の丸合成樹脂工業㈱　迫川上流土地改良区　㈱鐘崎　宮城県

○主な進学先
宮城大学大学院　
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飲食サービス業 1%

その他
7%

電気・ガス・熱供給・
水道業 1%

食産業学部
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　まだ物心つかない頃、良く連れて行かれた場所があった。そこは、
眠りに誘う子守唄を聞かせてくれた、福岡市にある日本三大八幡宮・
箱崎神宮の「鎮守の森」だった。学生時代に祖母から聞かされた話では、
「木の下に行くと泣き止み、眠りについた」ようである。幼少のときに移
り住んだ東京の家には、猫の額ほどの庭があり、ユズやサンショウな
ど実のなる木が植えられていた。東京オリンピック直後の高度経済成
長期、ふと気が付くと家の周囲からは泥だらけになって遊んでいた空
き地が消え、アスファルト・ジャングルになっていた。「このまま東京
で暮らし続けたら、2度と土で手を汚すことがなくなる」。そう考えた

時、もう一度「土に触れ
たい」という思いが、私
を宮崎の南九州大学造
園学科に進ませた。
　その後、鹿児島大学
Ｍ2在学中にカウアイ島
の植物園研修プログラ
ムに参加した。この1年
間のハワイ滞在がきっ
かけとなり、「米国のラ

ンドスケープデザインを身につ
けたい」という思いから、長い
再渡米の生活が始まったのであ
る。渡米して数年後、運良くオ
レゴン大学へ入学したものの、
悪戦苦闘の日々が続いた。そこ
で得たものは、「ランドスケープ
デザインの仕事がしたい」という
自意識であり、自己発見という
宝物だった。
　卒業後、サンフランシスコ近郊の設計事務所で働くチャンスに恵ま
れた。この事務所が設計したナパ・ワイナリーのお陰で、美味しいリザー
ブ・ワインを楽しみ、ガーデンデザインから1万haのニュータウン計画
まで、様々なデザインプロジェクトを経験する事ができた。
　帰国後、東北の地で設計事務所をスタートし、いつの日かランドス
ケープデザイン教育に携わりたいと考えていた。大学の仕事は、あの「鎮
守の森」で芽生えた三つ子の魂から始まっていたようである。

（もりやま まさゆき）
1949年福岡県福岡市生まれ
鹿児島大学大学院卒業後渡米。1980年オレゴン大
学大学院卒業後米国の設計事務所に勤務。1989年
帰国し仙台で森山アソシエイツ設計事務所設立。国
営みちのく杜の湖畔公園など数多くのプロジェクト
を手がける。現在、東北の文化的景観、三陸沿岸部
の公園緑地・オープンスペースに関する敷地分析・調査、スキー場の夏期利
用のための敷地計画等の研究を行っている。平成17年4月より現職。

　第16回宮城大学入学式
が、4月4日、大和キャン
パス講堂で行われました。
　この日入学を迎えたの
は看護学部101人、事業構
想学部214人、食産業学部
142人の学部生457人と大
学院生54人を合わせた511
人です。
　西垣克学長は式辞で「本

学は、皆さん方に入学してよかったと評価される魅力ある大学をめざ
し、全学で改革に取り組んでいます。皆さん方も今日からその仲間と
して、積極的に大学の運営に参加していただきたい」と述べ、新入生
を歓迎しました。
　また、村井嘉浩宮城県知事はあいさつで「皆さんには、宮城大学で
の研鑽を経て、近い将来、震災復興に貢献し、宮城県の再生、ひいて
は我が国の発展を引率する活躍をされるよう、大いに期待しています」
とエールを贈りました。
　学生を代表して、事業構想学部事業計画学科の田中瑠菜さんは「東
日本大震災から一年、この場に自分たちがいることのありがたさを忘
れずに、建学の理念である『ホスピタリティ精神とアメニティ感覚』を
磨き、新しい冒険に挑戦していきたいと思います」と力強く宣誓しま
した。
　式には他に多くの保護者、教職員などが参加し、震災から一年、厳
しい環境での受験勉強を乗り越え、晴れて宮城大生となった新入生を
祝福しました。

　　

今
年
で
7
回
目
と
な
る
看
護
学
部「
医
療
機
関
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」が
、
6
月
20
日（
水
）、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
台
風
4
号
に
よ
り
開
催
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
県
内
外
の
47
医
療
機
関

の
全
て
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ま
た
学
生
も
3
・
4
年
生

１
５
５
人
が
参
加
し
、無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生
が
様
々
な
医
療
機
関
の
担
当
者

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
就
職
後
の
人
材
育
成
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
、
今
後
の
就
職
活
動
に
お
け
る
医
療
機
関
の

選
択
や
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
等
に
活
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
最
大
の
特
徴
は
、
本
学
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
か
ら
、
現
場
で
の
活
動
の
様
子
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
今
回
も
42
人
の
本
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
加

し
、
学
生
へ
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、
4
年
生
は
本
格
的
な
就
職

活
動
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
3
年
生
も
今
後
の
進
路
を
真
剣

に
考
え
る
時
期
と
な
り

ま
す
。
本
学
で
は
、
今

後
も
学
生
に
と
っ
て
価

値
が
あ
り
、
学
生
自
身

が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
後
援
会

員
の
皆
さ
ま
、
本
学
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
学
務
課　

佐
藤
憲
治
）

3
・
4
年
生
対
象
に「
医
療
機
関
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

47
医
療
機
関
か
ら

職
場
情
報
直
接
聴
く

スタッフにOB・OGの姿も、医療機関人事担当者の話を熱心に聴く学生。

畑には土に触れる楽しみがあった。

２年ぶり穏やかな式典＝大和キャンパス講堂

ナパバレーのブドウ畑とワイナリー中庭

食産業学部教授　森山雅幸

ランドスケープデザインは
「鎮守の森」からはじまった

平成24年度入学式
厳しい受験環境乗り越え

511人晴れて宮城大生に



卒
業
後
も
就
職
先
が
決
ま
ら
ず
、
途

方
に
暮
れ
て
い
た
去
年
の
6
月
、
キ
ャ

リ
ア
開
発
室（
現
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン

タ
ー
）の
馬
場
さ
ん
に
宮
城
大
学
事
務

職
員
の
採
用
試
験
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、

受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。
運
よ
く
試
験

に
合
格
し
、
去
年
の
9
月
か
ら
臨
時
職

員
と
し
て
7
カ
月
、
今
年
の
4
月
か
ら

は
正
職
員
と
し
て
3
カ
月
働
い
て
き
ま

し
た
。

私
が
学
生
だ
っ
た
頃
の
大
学
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
学
生
と
教
授
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
て
、
事
務
職
員
は
最
後
に

か
ろ
う
じ
て
思
い
つ
く
、
と
て
も
影
の

薄
い
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

自
分
が
そ
の
立
場
に
な

り
働
い
て
み
る
と
、
学

生
の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
い
、
大
学
と
し
て
の
活

動
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
事
務
職
員
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

一
見
暇
そ
う
に
見
え
る

大
学
の
事
務
職
員
で
す

が
、
実
は
想
像
し
て
い
た

以
上
に
忙
し
い
の
で
す
。
私
が
配
属
さ

れ
た
学
生
支
援
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
学
生
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
す
る
の
が
仕
事
な
の
で
、

学
生
と
接
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
職
員
と
し
て
学
生
と
接
し
て
い
て
、

宮
城
大
に
は
勉
強
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
な
あ

と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
仕
事
に
戸
惑
う
毎
日
で
す
が
、
学
生

の
み
な
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感

動
し
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
学
生
の
ニ
ー
ズ

に
十
分
に
応
え
ら
れ

て
い
る
と
は
言
え
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
学
生
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
学
生
の
活
動

を
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学

に
関
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
7
回
目

の
今
回
は
、
こ
の
4
月
か
ら
大
学
事
務
部
の
職
員
と
な
っ
た
萩
野
俊
輔

さ
ん（
事
業
計
画
学
科
11
期
生
）で
す
。
社
会
人
と
し
て
母
校
に
戻
っ
た

萩
野
さ
ん
の
目
に
、
大
学
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

学
生
に
元
気
を
も
ら
う
毎
日
で
す

事
業
計
画
学
科
11
期
生（
H
22
年
度
卒
）　

萩
野　

俊
輔

「動物が大好きです」休日に出かけた牧場で。

大和キャンパス今年のテーマ―は
「pieces（ぴーしーず）」
はじめまして。大和キャンパス大学祭実行委員長の佐藤慧介で

す。
今年の大学祭のテーマは「pieces（ぴーしーず）」です。大学祭を

「puzzle」、大学祭に参加する学生や地域の方々を「piece」とみた
てました。そして、一つ一つ異なった形をしている「piece」が集
まり「puzzle」を形成していくように、様々な人たちと共に、大学
祭を形作っていこうと願いを込めました。
多くの方と交流したいと考えています。その一環として、他大

学との交流を去年以上に深めていきたいと考えています。
実行委員は2年生33人、1年生67人の総勢100人です。
現在は、大学祭に出店や展示をしてもらう団体の募集や活動資

金のための企業訪問など営業活動を中心に行っています。また、
太白キャンパスや他大学との交流を深めるための企画を検討して
います。
大学祭開催を目指し全力で取り組んでいます。お楽しみに！
（大和キャンパス大学祭実行委員長　デザイン情報学科2年　佐藤慧介）

食産から愛をこめて！太白は美味しいよ
皆さま初めまして。大学祭実行委員長の小野寺啓介と申します。
毎年開催されております食産業学部の大学祭ですが、今年も

センスあふれるテーマの決定から活動がスタートしました。今年
のテーマは「イート愛ランド現象～食べ物たくさん、ここ食産」で
す。食のある場にはいつでも愛が溢れていてほしい、食から愛を
感じてほしいという願いからこのテーマとなりました。
また、イベントではリアル脱出ゲームやスタンプラリーなど

を企画しておりますので、幅広い年齢層の方に楽しんでいただけ
ると思います。現在大学祭実行委員会では企業からの広告取りを
はじめとし、ステージイベントなど様々な企画に取り組んでいま
す。また、新しいことにチャレンジしようというスローガンを掲
げて活動しています。このスローガンのもと、やってみたい、面

白そうと思った事にはどんどん挑戦していきます。
大学祭をより良いものとするために、これからも一生懸命活動

に励んでいきます。
たくさんの皆さまのご来場をお待ちしております。
（太白キャンパス大学祭実行委員長　フードビジネス学科2年　小野寺啓介）

100人で活動しています＝大和キャンパス実行委員

新しいことにチャレンジします！＝太白キャンパス実行委員

MYU FES 2012 　― 大和10月7・8日、太白10月13・14日開催 ―



4月
1日（日） 春季休業（～ 7日）

4日（水） 入学式

9日（月） 前期授業開始

5月　
1日（火） 開学記念日（休業日）

20日（日） オープンキャンパス（大和）

27日（日） オープンキャンパス（太白）

6月
4日（月） 認定看護師スクール入学式

9日（土）
後援会、大学共催事業

「食産業学部宮城大学と保護者の集い」

16日（土）
後援会、大学共催事業

「看護・事業構想学部宮城大学と保
護者の集い」

30日（土） 入試日（大学院 大和、食産編入 太白）

7月
22日（日） オープンキャンパス（大和）

29日（日） オープンキャンパス（太白）

8月　
7日（火） 夏季休業開始（～ 9/30）

8日（水） アカデミックインターンシップ（～ 10日）

11日（土） 入試日（大学院　太白）

23日（木） 入試日（AO大和）

9月
14日（金） 入試日（看護編入 大和）

25日（火） 入試日（AO 大和）

27日（木） 入試日（大学院 大和）

10月
1日（月） 後期授業開始

7日（日）
大学祭（～ 8日 大和）

後援会主催事業
「生島ヒロシ氏講演会」

8日（月） ミニオープンキャンパス（大和）

13日（土） 大学祭（～ 14日　太白）

14日（日） ミニオープンキャンパス（太白）

18日（木） 入試日（AO大和）

11月　
22日（木） 入試日（特別選抜 大和・太白）

12月
14日（金） 認定看護師スクール修了式

15日（土） 入試日（特別選抜 大和・太白）

25日（火） 冬季休業開始（～ 1/6）

Ｈ25年1月
19日（土） センター試験（～ 20日 大和）

2月　
4日（月） 後期試験（～ 8日）

9日（土） 入試日（大学院 大和・太白）

25日（月） 入試日（一般選抜前期 大和・太白）

3月
12日（火） 入試日（一般選抜後期 大和・太白）

19日（火） 卒業式・学位授与式

私
は
会
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
2
つ

の
抱
負
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
宮
城
大
学
を
さ
ら
に
活
気
あ
る

大
学
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
学
生
が

笑
顔
で
元
気
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
人
は
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
そ

の
原
点
を
今
一
度
見
直
し
、
学
生
一
人
一
人
が
意
識
を
持
っ
て
、
誰
に

で
も
明
る
く
笑
顔
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
学
生
の
要
望
を
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
執
行
部
の
体

制
を
作
る
こ
と
で
す
。
執
行
部
の
役
割
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
が
学
生

生
活
を
楽
し
ん
で
過
ご
せ
る
環
境
作
り
を
す
る「
縁
の
下
の
力
持
ち
」的

存
在
と
考
え
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
自
分
た
ち

の
手
で
描
き
た
い
と
思
い
ま
す

こ
れ
か
ら
執
行
部
代
表
と
し
て
、
学
生
会
が
学
生
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、
仲
間
と
共
に
全
力
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
会
長

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
2
年　

杉
本
健
二
）

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
会
長
に
就
任
し

た
木
戸
で
す
。

学
生
会
は
現
在
、
14
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
学
生
総
会
を
機
に
、
先
輩
方
か

ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
不

安
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
は
ま

だ
、
先
輩
方
に
頼
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
新
た
に
1
年
生
6

人
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
学
生
会
の
力
と
な
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
夏
は
大
和
と
の
交
流
会
を
企
画
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
経
験

上
、
初
め
て
の
試
み
で
す
。
う
ま
く
企
画
や
運
営
が
で
き
る
か
心
配
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
成
功
で
き
る
よ
う
に
学
生
会
全
員
で

協
力
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は「
学
生
会
」、
学
生
の
た
め
の
会
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
活
動

を
通
し
て
、学
生
方
の
笑
顔
や
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
、

私
た
ち
が
活
動
し
て
い
て
一
番
の
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宮
城
大
生
の
笑
顔
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
会
長

　

フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
年　

木
戸
晴
生
）

学生会執行部新体制スタート
代表の杉本くん・木戸さんが抱負

学
生
の
要
望
を
受
け
入
れ
、

活
気
あ
る
大
学
に

宮
城
大
生
の
笑
顔
の
た
め
に
…

平成24年度主催事業講演会
講師に生島ヒロシ氏
10月7日（日）大和キャンパスにおいて大学祭と併催で生島

ヒロシ氏を招き、講演会を開催します。
生島氏は宮城県気仙沼市の出身。テレビ局のアナウンサー

を経てフリーになり、現在はキャスター業、司会、講演、セ
ミナーなどで幅広く活躍しています。
昨年の3月11日は仙台での講演の最中、震災に―。どんな

ことを教訓として感じられたのでしょうか。演題は「もしも
に備えて ―心と体と財布の健康― 」です。
詳細につきましては改めてご案内致します。ご家族お揃い

でぜひご来場ください。

H24MYU
キャンパスカレンダー



定
期
健
診
で
上
手
に

健
康
チ
ェ
ッ
ク

こ
ん
に
ち
は
。
保
健
指
導
員
の
山
岸
寿

子
で
す
。

４
月
に
毎
年
恒
例
の
定
期
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
視
力
・
聴

力
の
ほ
か
、
学
年
に
よ
っ
て
は
貧
血
検
査

（
採
血
）と
心
電
図
が
追
加
さ
れ
、
よ
り
一

層
健
康
の
保
持
・
増
進
や
病
気
の
早
期
発

見
に
役
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
受
診
率
は
97
・
3
％（
学

部
生
）で
し
た
。
健
診
結
果
は
、
６
月
上

旬
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

各
検
査
結
果
で
下
記
に
当
て
は
ま
る
学

生
に
対
し
て
は
、
保
健
室
で
健
康
管
理
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

健
診
結
果
に
、「
ピ
ン
ク
の
用
紙
」が
同
封

さ
れ
て
い
た
学
生
は
、
な
る
べ
く
早
め
に

保
健
室
へ
来
室
さ
れ
る
よ
う
、
ご
家
庭
で

も
お
声
掛
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

①「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」…
30
以
上

②「
聴
力
」…
所
見
あ
り

③「
血
圧
」…
1
4
0
以
上
／
90
以
上

④「
心
電
図
」…
要
精
密
検
査
・
要
医
療

　

⑤「
尿
検
査
」…
要
再
検
査

⑥「
貧
血
検
査
」…
要
再
検
査

⑦「
胸
部
Ｘ
線
」…
要
精
密
検
査

　
　
　
（
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス

保
健
指
導
員　

山
岸
寿
子
）

健
康
を
保
つ
た
め
の

「
知
識
」と「
意
識
」の
向
上
を

こ
ん
に
ち
は
～
。
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
保

健
指
導
員
の
山
田
で
す
。

保
健
室
は
、
今
年
度
よ
り
学
生
の
心
身

の
健
康
保
持
・
増
進
を
援
助
し
、
健
康
的

な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
づ
く
り
を
目
指
す

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一
翼
を
担
う
事
に

な
り
ま
し
た
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、「
知
識
」と「
意

識
」が
不
可
欠
で
す
。
保
健
室
で
は
そ
の

為
の
サ
ポ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
健
康
診
断
で
指
導
が
必
要
な

学
生
の
８
割
強
は
、
血
圧
と
体
重
に
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
生
活
習
慣

（
食
事
・
睡
眠
・
運
動
）の
見
直
し
で
改

善
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
実
際
の
学
生
生
活

に
合
わ
せ
た
、
外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
メ

ニ
ュ
ー
の
選
び
方
や
簡
単
な
料
理
の
提

案
、
健
康
の
プ
チ
情
報
な
ど
も
提
供
し
て

い
ま
す
。

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
の
学
生
生
活
だ
け
で
は
な
く
、

5
年
後
・
10
年
後
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う「
知
識
」と「
意
識
」を
向
上
で
き
た
ら
良

い
で
す
ね
。
そ
の
為
に
、
保
健
室
を
気
軽

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス

保
健
指
導
員　

山
田
ま
さ
み
）

※
宮
城
大
学
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

＝ 

今
年
度
設
置
さ
れ
た
、
学
生
の
健
康
診

断
、
健
康
管
理
、
教
育
・
相
談
な
ど
を

所
管
す
る
組
織
。

保
健
室
便
り

【４月１日付け】
　●看護学部　　准教授　平木尚美
　　　　　　　　助　教　出井理恵子
　●食産業学部　准教授　畑中咲子
　●地域連携センター　教授　鈴木康夫
　●事務部　参事兼学務課長　成田美子
　　副参事　蜂谷秀明

公立大学法人宮城大学
主要新任教職員の紹介

宮
城

大
学

後
援

会
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編集後記

　大学卒業後、私の時間は○十年を過ぎてしまいました。大学
生だった私と今の大学生の違いは何かと考えた時に、社会的・
政治的・経済的なことなど多くのことは、個々の文化でその変
化を判断されるとは思いますが、太陽が走り、月が去り、星が
行っても、人間として大切なことは変わらないと思うのです。
家族や他者を思いやること、人を裏切らないこと、自分をさげ
すまないこと・・。しかしこれらは、学生の頃は気づかず、こ
の歳月を経た今だからこそ、変わらない大切なことと言えるの
だと思います。
　学生時代は「よく遊びよく学ぶ」時期ですが、学生の皆さまに
は、与えられる知識を丸呑みするのではなく、自ら求めて得た

知識こそが知的渇望感を
埋めるということを知って
欲しい、そして、子どもの
ような全能感を捨て、恐
れることなく現実にしっか
り身を置き、人生を楽しみ
つつ、人間として大切なこ
とを探求していって欲し
いと思っています。

　「黄ニラ揚げかま」をいただいてみました。蒲鉾の旨味に、ニラの香りと見た目の優
しさが加わり、大学のテクノロジーと地元の特産品が合体した逸品でした。「黄ニラ揚
げかま」は仙台空港や、宮城大生協で販売が検討されているとのこと。学生の皆さんに
はこれからもどんどん活躍の場を外へ広げ、地域貢献にチャレンジしていってもらいた
いと思います。機会がありましたら是非皆さまも、研究の成果を味わってみてください。
　皆さまからの広報誌へのご意見、ご感想をお待ちしております。	 （S・I）

教員からの一言

親心 ―学生へのメッセージ―
看護学部教授　　遠 藤  芳 子

地域連携センターより
「サイエンス＆カルチャー地域住民セミナー」 開催のご案内

健康を支える食生活の「安
わかって

心・安
知 っ て

全」
　宮城大学地域連携センターでは、地域の皆さまと一緒に食生活の安心・安全につ
いて考える地域住民セミナー（有料/全8回）を開催します。講師陣は宮城大食産業学
部教員です。講義によっては実習もあります。楽しく、ためになるセミナーに是非
ご参加下さい！
■セミナープログラム　　※開催時間はいずれも14：00 ～ 15：30です。
№ 月日 テーマ 講　師
１ 8/4（土） お魚を食べて健康で長生き！ 教　授　西川正純

２ 8/18（土） 発酵は地球を救う～オールドバイオテクノロ
ジーで健康を！ 准教授　金内　誠

３ 9/1（土） 日本型食生活で元気に 准教授　白川愛子
４ 9/15（土） 卵の健康パワー～卵との上手なつきあい方～ 准教授　石川伸一

５ 9/29（土） 長寿の秘訣は腸内微生物にあり!? ～ヨーグル
トの健康パワー 助　教　木下英樹

６ 10/13（土）環境と食品への放射線問題への対応 教　授　矢野歳和
７ 10/27（土）農産物の放射性セシウム汚染 教　授　木村和彦
８ 11/10（土）身近な食材の放射線量の測定 教　授　北辻政文

■参 加 費　1講座1,500円　※資料・実習費を含みます。
　　　　　　（大学生以下無料、小学生以下の入室は不可）
　　　　　　※参加費用は当日受付にて頂戴いたします。
■開催場所　宮城大学大和キャンパス（講義室は当日掲示板にてご案内します。）
■お申込み・お問い合わせ先

宮城大学地域連携センター地域振興事業部（担当：菊池・山内）
〒981-3298　宮城県黒川郡大和町学苑1番地１
TEL 022-377-8319　FAX 022-377-8421　e-mail：jigyobu@myu.ac.jp
http://www.myu.ac.jp/news/ne0101.htm（申込書をダウンロードできます。）

学び舎を巣立つ教え子と


